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調査目的および主な調査内容

「ヤングケアラー」（本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている子供）に対する適切な福祉施策を検討する上での基礎資料とするため､
県内における中学校及び高等学校の生徒の生活実態を下記のとおり調査した。なお､厚生労働省が令和２年度に文部科学省と連携して実施した「ヤングケアラーの実態に
関する調査研究（以下「国の調査」又は「全国調査」という）」の概要についても参考として掲載する。

今回の調査 ※参考 厚生労働省（文部科学省と連携）

調査
名称

「中高生の生活実態に関するアンケート調査」 「中高生の生活実態に関するアンケート調査」

調査
方法

無記名式アンケート調査
（学校に調査票を配布し､教室において回答､学校で取りまとめて回収）

調査対象の学校へ生徒本人向け･保護者向けの調査概要を郵送し､学校を通じて､生徒本人へ調査回
答フォームのQRコード･URLを記載した調査概要を配布。Web上で回答URL回収を実施。
※通信制高校では､学校から生徒への調査概要の配布について､メール等による配布を基本とした。

調査
期間

令和３年10月～11月 ① 中学生､全日制高校生､定時制高校生 令和２年12月21日～令和３年１月31日
② 通信制高校生 令和３年１月26日～令和３年２月28日

主な
調査
項目

・ケアラー自身について ・ケアの状況について
・ケアの影響について ・ケアに関する相談について
・求める支援について ・「ヤングケアラー」の認知度

など自由記術含む計28問

・基本項目（性別学年等） ・普段の生活のこと
・家庭や家族のこと ・ヤングケアラーについて

など、自由記述含む計23問

調査
対象

県内の学校（国公私立）に在籍する以下の生徒を対象とした。
①中学校２年生（義務教育学校８年生を含む。以下同じ）125校 7,989人
②全日制高等学校２年生 44校 7,436人
③定時制高等学校２年生相当 10校 174人

計 15,599人

① 中学校 :全国の公立中学校の約１割にあたる1,000 校を層化無作為抽出により抽出。対象
校に在籍する中学２年生を対象とした。（約10万人）

② 全日制高校:全国の公立高等学校の約１割にあたる350校を層化無作為抽出により抽出。対象校
に在籍する高校２年生を対象とした。（約6.8万人）

③ 定時制高校:公立の定時制高校を各都道府県により１校ずつ無作為抽出（計47校）し､在席する
２年生相当の生徒を対象とした。

④ 通信制高校:公立の通信制高校を各都道府県により１校ずつ無作為抽出（計47校）し､在席する
生徒を対象とした。

回答
者数

合計 14,237人（回収率91.3％）
・中学校２年生 7,309人（回収率91.5％）
・全日制高校２年生 6,805人（回収率91.5％）
・定時制高校２年生相当 123人（回収率70.7％）

合計 13,777人
・中学校２年生 5,558人
・全日制高校２年生 7,407人
・定時制高校２年生相当 366人
・通信制高校生 446人

※詳細については「ヤングケアラーの実態に関する調査研究報告書」（三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
を参照
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